
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月11日事業CD. 0104102 - 01010

事 業 名 老人保健事業

細事業名 健康手帳・健康相談・健康教育・機能訓練

関連法令・条例等 健康増進法

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

福 祉 部

健 康 課

小林担当：141

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

  市民が自分の健康を自分で守る為に健康に関する知識の普及を図り、実践できる環境づくり

をすすめる。

  生活習慣病など病気の予防を図ることで、医療費の削減にもつながる。

 

②事業を実施する必要性

　健康に対する知識や実践方法を普及させる為に事業を実施する必要がある。

　介護予防のために、機能訓練を実施する必要がある。

③未実施事項

　計画したものについては、概ね実施できた。

④他にも効果が見込める施策があるか

　・後期高齢者医療確保法による特定健診、特定保健指導

　・介護保険法による介護予防事業の通所型介護予防事業(筋トレ教室)、介護予防普及啓発事

　　業（健康プール教室、結果報告会の健康相談）等

　　　　　　　　　　　　　　　　　があり、対象者の年齢に応じた内容で実施している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　健康手帳に個人の健診結果を保存して健康づくりに役立てている人が増えたので、健康相談

等で健康手帳の普及に努めた。

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

健康手帳作成　　　  　　125千円(消耗品費）

健康相談事業　　　  　　896千円（賃金、消耗品、役務費）

機能訓練事業　　　  　2,309千円(報償費　賃金　消耗品　委託料等）

健康教育事業　　　　　　891千円(報償費　賃金　消耗品　役務費　委託料等）
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決 算 額 ま た は 計 画 額

う ち 一 般 職 、 嘱 託 職、 臨時 職

給 与 お よ び 共 済 費 等

財
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人 件 費

事 業 費 総 額

【 近隣市町村の取り組み状況 】

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①国保事業の特定保健指導含め、市民全体の健康教育等を視野に入れ、健診結果からの体系作

　りを協議した。

②健康教育・健康相談等では手作り媒体を使用し、個別・集団・地域等状況に応じた内容にし

　ている。

③社会環境の変化と共に健康づくりは個人だけでは達成困難な状況である。本事業にとどまら

　ず、広く健康環境改善の取り組みを勧めたい。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画

－

－

－



平成２０年度実施事業

141 事 業 名

104102-

01010

細 事 業 名

所管課 担当

区

分

健

康

手

帳

の

交

付

健

康

相

談

健

康

教

育

機

能

訓

練

健康手帳・健康相談・健康教育・機能訓練

健康課

104102-01010

事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

市民健診の結果報告会で、交付する。

老人保健事業

活動結果

小林

市民の健康に関する相談を保健師・栄養士で受ける。

各教室開催：９月～２月

頃まで

開催時期：７月～２１年２

月実施場所：２保健セン

ター　　希望者には、送迎

がある

会場２ヵ所：　教室　４回

プール教室：　前期・後期とも週１

回　（１０回づつ）２コース実施

実人員(９６人）、延人数（７３５人)

但し、４０歳～６４歳

40歳～65歳：１６１冊発行市民健診実施後（６月～

７月）

市民健診後の果報告会

時期：７月～８月(２７日

間）　場所：各地区公民

館、保健センターなど

市民健診結果報告会の参加者：

2,446人

各教室での相談：４回（実数　１０４

人）

開催回数：週１回（延べ６５回）

参加者：６５歳未満（実人員）　１１

人　　　　　　（延人員）　２４２人

所管部局 福祉部

活動日または時期

市民健診の結果で必要な対象者について集団の教室を開

いたり、個人に合わせた健康教育を実施。他、地域の求め

に応じて健康教育を実施。

運動機能が低下している対象者について、理学療法士・運

動指導士により専門的な指導を実施。


